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論文内容の要旨
シェイクスピアの恋愛喜劇を何かの警えとして見ることは、ともすれば、文学作品を道徳訓話に庇める
行為であるとのそしりを受けかねないが、本論文はそのような最近ではあまり例のないアプローチに敢え
て挑戦し、作者の隠喰的なメッセージが潜んでいるが故に喜劇の面白みと深みが増していると考え、隠喰
の仕組みを徹底的に解明するものである。たとえば、金銭に関係する語によって宗教的寓意性が暗示され
たり、恋愛や胃廷・社会における支配/被支配の関係が比喰的語法によって表現されたりしていることを
読み取ることにより、隠輸的メ・ソセージを考察する。主に対象として取り上げられるのは、円熟期の喜劇
に比べて、性格造型、筋の展開などにおいて劣ると白-われているシェイクスピアの初期喜劇である。なぜ
不可解な要素の多い初期喜劇を作ったのかという疑問に答えようと、隠U訟を切りはにこれらの摩1)の再評価
を試みている。また、後期の喜劇の隠目前件を初期喜劇との比較において論じ、結論として、シェイクスピ
アが隠喰にこめたメッセージが何であったかを積討する内容となっている。
第・部序論では、シェイクスピアの時代背景を考察し、宗教アレゴリーの中世からの伝統、エリザベス
朝の宗教政策、宗教論争、さらに宮廷における保護制度 (patronage)等が、従来推測されている以上に、
シェイクスピア劇に反映していることを論証している。
第二部は、シェイクスピアの初期!喜劇の中から、 「間違いJ(error)が筋の大きな要素になっている
『間違いの喜劇』、『芯の骨折り損』、『夏の夜の夢』の三作品を扱う。これらの間違いは単に滑稽である
だけでなく、宗教的寓意性を持っていると考えられる。たとえば、 f間違いの喜劇』では、双子の取り違
えから起こる混乱によってアイデンティティを喪失した登場人物たちは、原罪によって永遠の罪にとらえ
られている人類・般を暗示していると言える。 r恋の骨折り損』のナヴアール主たちの禁欲の挫折は、禁
欲によって救済を求めるカトリシズムの効果のなさを暗示している。~夏の夜の夢』は、カトリックの偶
像崇拝や直解主義を暗示的に概論している。また、 r間違いの喜劇』と『恋の骨折り損』においては、人
間の犯した『間違い」からの救済の方法が、金銭の比輸を用いて暗示されている。~間違いの喜劇』では、
身代金 (redempti on)が支払われて解放されることに、キリストによる人間の罪の賄罪 (redempt i on) を
読み取ることができるし、キリストの受難 (Passion)、顕現 ([ncarnation)、降誕 (Nativity)の暗示
が溢れている。~恋の骨折り損』も金銭的な比憶によって人類の救済を暗示している。繰り返される f報
酬J(remunerati on) のテーマは、人間の信仰とそれから得られる救済との関係を暗示するものである。
しかも、それは、カトリック的な「功徳の蓄積Jではなく、プロテスタントの「信仰を第一」とする教義
(sol i fidianism) を説くものとなっている。さらに、この三つの喜劇は、教義的なものというよりも、む
しろ国家の教会統治の右針という、現実的な次元での隠喰的メッセージ一英国国教会による国家統一を
擁護するーを持っていると考えられるのである。
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第三部は、 『ヴエローナのー紳土』と『じゃじゃ馬ならし』の初期の二喜劇を扱う。これら二作品にも
宗教的寓意は暗示されてはいるが、むしろ、恋愛関係と身分制度、権力関係とアナロジーの隠喰が強調さ
れている。 wヴェローナの二紳士』には、宮廷における個人の出世、競争、野心などに対する関心が強く
現れており、恋愛が宮廷における昇進争いや保護関係の比喰で表現されている。 rじゃじゃ馬ならし』の
中でカタリーナは、ペトルーチオの教育によって反抗的な娘から従順な妻へと変身するが、この過程を強
調するために、さまざまな形の支配と従属の関係一主人と召使いの関係、動物と人間の関係、政治や恋
愛における服従、反抗ーが、直接あるいは比聡の形で提示されている。この支配と従属のテーマにエリ
ザベス朝の国家の宗教政策を読み取ることができる。
第四部は、シェイクスピアの成熟期の喜劇である『ヴェニスの商人』、『十二夜』、『尺には尺を』と、
最後の喜劇と言われる『あらし』を扱う。初期喜劇の寓意的手法や隠喰的提示は、これらの劇の中でも発
展的に引き継がれている。Ii'ヴェニスの商人』、『十二夜』、『尺には尺を』は、偏狭な律法主義を排し、
慈悲を称揚する教訓を示している。中世の道徳劇の伝統を踏襲する、偏狭な精神を擬人化した人物たちが
登場するが、この偏狭さは当時の清教徒の属性と考えられていた。しかし、寓恵、的な提示とは矛盾するよ
うな要素、すなわち『ヴェユスの商人』の場合はキリスト教徒たちの金銭欲や無慈悲さ、 f尺には尺を』
の場合は公爵やイザベラの無慈悲さ、 『十一.夜』の場合はマルヴォーリオを苛めるトビーたちの傍若無人
さによって、皮肉が牛ーじる結果となっている。寓意的提ぶと同程度に、その教えと矛盾した要素を強調す
ることによって、これらの劇はいっそう喜劇性を増していると言える。.c-後の劇である『あらし』は、
Eウ.エローナの二紳士』や『じゃじゃ馬ならし』の手法を受け縦いで、支配と従属のテーマによって、ジ
ェイムズ一世当時の問題であったヱと議会との対立を暗示している。
以上の考察から、シェイクスピアの初期喜劇は、エリザベス一世による宗教改革の徹底、英同|吋教会に
よる国家統ーという方針に沿うような枠組を持っている、という結論を導き出すことが出来る。また、初
期喜劇の中のいくつかでは、そのような国家政策を支持するアレゴリーの枠組を越えて、時代の権力構造
への関心が示されている、と言える。初期の醤作と見なされがちなシェイクスピアの初期喜劇は、その隠
輸性に着Hー することによって新たな光を当てることが出米るのである。
論文審査の結果の要旨
悲劇に比べて長い間等閑に付されてきたシェイクスピア喜劇の批評は、 20世紀後半、ノースロップ・フ
ライの神品的構造批評やc.L.パーパーの文化人類学的批評を手始めに、精神分析、新歴史主義、文化唯物
論、フェミニズム等さまざまな角度から試みられ、飛躍的な発展を見た。本論文は、そのような批評の成
果を検討した上で、これらの批評がシェイクスピアの喜劇がもっ隠轍性を十分に認識していないと判断し、
シェイクスビア喜劇の言葉を徹底的に分析して、滑稽なフロットの陰に、驚くほど聖書および当時の宗教
や政治的状況への間接的言及が潜んでいることを解明した力作である。
主に取り卜げられるのは、円熟期の喜劇に比べて人物造形やプロットの構成が未熟であるが故に、隠
E金十字.がわかりやすくなっていると考えられる初期の五喜劇ー • r間違いの喜劇IJ~ li'ヴェロー ナの二紳士』
『恋の骨折り絹A r じゃじゃ馬ならし~ ~夏の夜の夢.!l -ーである。論者はシェイクスピアの劇は何より
も言集の劇であるという観点に立ち、台詞の端々に宗教的寓意や時事的CI及が散りばめられている仕掛け
を、三葉の比目前的使い方に目をこらして、明るみに出していく。シェイクスビアの作品に中世的な寓意向
を認めようとする視覚的な研究もあるが、論者はこの方法は採らずに、聴覚的な音の戯れがどのような思
いがけない宗教的・政治的メッセージをもった窓昧を創出するよう仕組まれているかを執助に追究する。
シェイクスピアの時代は、グーテンベルクの印刷革命の後であるとはいえ、書き討葉が覇権を鰐る前の転
換期であって、シェイクスピアの才能が同音異義語の使用によって音声と意味の遊戯性を豊かにする余地
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をもっていたし、中世的な伝統を受け緋;いだ中で、寓，菩;的表現により言葉のイメージ性をふくらますこと
ができた。これらのことを考えあわせると、言葉の隠喰性に着目する論者のアプローチは首肯できる。
第一部の序論では、シェイクスピアの初期喜劇における寓意性を定義し、中世の宗教劇やエドマンド・
スペンサーのアレゴリカルな叙事詩の伝統の中に、シェイクスピアを位置づけている。 1.11世の宗教劇や道
徳劇では、神による人間の救済がアレゴリーを通して提示され民衆教化に使われたが、シェイクスピアの
初期喜劇も同様のテーマを伝統的な比喰を用いて扱っていること、スベンサーが『妖精の女王』において、
アレゴリカルに、英国国教体制を正当化し、エリザベス女王を擁護したように、シェイクスピアも初期喜
劇において宗教改革後の英国の宗教戦争や宮廷の権力争い等『空きた時代の本質」に鏡を向けたことが、
歴史的背景との関連において、明らかにされている。中世的伝統をシェイクスピアが継承していることの
重要性を説得力をもって論じ、かっ、それを乗り越えた独自の隠喰的手法という視点から、初期喜劇をみ
なおそうとする意欲的なものとなっている。シェイクスピア自身の信仰については、一般的に言われてい
る穏健な国教会派支持者と見なし、国教会擁護の隠、喰を作品の中に読み取っている。
第二部では、 『間違いの喜劇~ rヴュローナのニ紳士Jr悲の骨折り損』の三作品、第三部では、 『じ
ゃじゃ馬ならしA ~夏の夜の夢』の二作品が扱われる。初期喜劇の五作品をこのように分けたのは、前者
においては、宗教的な寓意J性が強く表され、後者においては、権力や支配関係が比喰的ないしは間接的表
現によって提示されているからであるという。第二部においては、笑いを提供する喜劇が、キリスト教の
教義に関する寓意を含んでいることによって面白みを増し、当時の観客が楽しんだのはむしろこの寓意の
応であったはずだという主張を証明すべく、作品で使われている言葉の意味を細く検討している。 error、
redcmption、condign、remuncration等の語が字義どおりの意味と宗教的意味の両方で使われているこ
とを時代背景と関連づけて考察し、シェイクスビアが単にキリスト教の教義をアレゴリカルに提示したの
ではなく、現実の宗教改革を巡る国内の政治についてのメッセージを提出したのだと論じている。そして、
エリザベス広王が国家統ーのために推進しようとしていた、清教徒などの国教忌避派や分離派との宗教的
融和政策が倦喰的に不されているのだという結論が引き出される過程は、中世の単純な宗教的寓意性を越
えて、リアリスティックな政治的暗不仲に富む多元的なシェイクスピアのドラマトゥルギーを浮かび上が
らせている。第三部では、前記二作品においてもキリスト教の救済や教会統治を暗示するような言葉の使
用がなされているものの、それ以上に、権力闘争や支配と服従のテーマが、廷臣や宮廷風恋愛の伝統と関
わる言葉、あるいは経済用語、法律用語の隠除的使用によって多義的に変奏されていることを、実例を列
挙して論じている。本論文の実践的な中心部をなす第二部、第三部は、比日誌の構造とその作用を解明し、
初期の喜劇に秘められた思いがけない宗教性と政治性を証明しようとする有意義な研究となっている。
第四部では、初期の喜劇の隠聡性が後期においてどのように変貌しているかを比較するために、円熟期
の三喜劇と最晩年のロマンス劇が取り上げられる。円熟期の三喜劇においては、寓話的枠組みを踏襲しな
がら、それをつきくずす要素がアイロニカルに混入され、その結果喜劇性が増幅されていることを検証し
て、さらに多元的な解釈が可能であることを示している。ロマンス劇に分類される喜劇『あらし」につい
ては、最近、新歴史主義のv場から植民地主義の言説を読み取ろうとする議論が活発になされているが、
論者は、これらの議論は作者の意識を問題にしていないとして、シェイクスピアが意識していたのは、こ
の作品が書かれた当時のジェイムズ一世朝の王と議会の対立関係であり、それが初期の喜劇の場合と同様
隠喰的に示されていることを主張する。その手法が初期とどのように異なるかについてさらに論述されて
いれば、シェイクスピア喜劇の変化が一層明確になるであろう。
全体として、本論文はティリアードの「シェイクスピアの歴史劇などには、エリザベス朝の体制擁護の
イデオロギーが表現されている』というテーゼを、初期喜劇に置きなおして、隠聡表現を分析することに
よって、論証したものであると言える。体制擁護のイデオロギーに沿う中で、シェイクスピアは自らの関
-122-
心に従って言葉に隠轍的な喚起力を与え、多義的な魅力に富む初期喜劇を作ったというのが結論である。
膨大な言葉の分析の実例を踏まえた上で引き出されたこの結諭は、十分説得カを持つものである。
比織的表現を子細に分析しながら、シェイクスピアの宗教性・政治性と結びつけた論省の州眼は特筆に
値する。英国国教とカトリック、ピ斗ーリタンが鍋を削っていた16世紀後半の特殊なイギリスの宗教的・
政治的状況や、宗教劇、宮廷風恋愛等の文学的伝統を十分に考察した上で、手堅く各作品の単語の隠輪性
を分析していくH法は、論者の堅実な批評態度をよく示している。 wヴエローナの一紳士』の中の「あの
方は、比輸で愛を求めておいでなんですJ(shc woos you by a fi gure) という台詞が第一部で引用され、
比聡が重要な働きをしていることが論文全体に渡って繰り返し主張されている。しかし、比轍の方が分析
によって前景化された結果、愛の喜劇という第一主義的な意味はどうなるのか、シェイクスピアの悲劇や
歴史劇についても同じ分析があてはまるのか、についても知りたいと思うが、これはないものねだりにな
るだろう。隠輸の方を観客は楽しんだという論者の確信は、帰納的な例証を通して、中世的なフィグーラ
がもはや一律の意味を内包するのではなく、現実の政治世界を暗示するリアリズムに変貌していることを
見事に明らかにしている。最新の批評期ー論の枠組みをあてはめたシェイクスピア研究とは一線を商し、テ
クストの地道な読解から、巨視的に初期喜劇の性質をとらえた独創的な本論文は、初期喜劇の再評価に員
献するものとなるであろう。
以上の所見により、本論文はλ阪市立大学博士(文学)の学{立を授与するに値するものと認められる。
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